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〇令和 2年度事業報告 

 

公 1：AED（自動体外式除細動器）等の管理、使用方法等に関する啓蒙活動 

１）AED日常点検講習の開催 

２）身近な医療機器の安全使用等に関する市民公開講座 

３）医療機器の取扱いに関する啓蒙活動 

 以上の事業については新型コロナウィルス感染拡大防止のため受付を中止し、現状に適した活動方法を検討した。

広報用のパンフレットや HP の見直しを実施し次年度の活動へつなげる準備をした。 

 

公 2：血液の循環等生命維持に係る知識、医療現場（特に手術）での安全管理に係るスキルアップのための学会、セミ

ナーの開催、会誌・学術誌の発行及び医療機関への配布 

１）第 11回北海道呼吸療法セミナー、令和 2年 8月 30 日、WEB開催、参加 80名 

２）第 16回医療安全セミナー「アラームの重要性を再確認しよう」、令和 2年 10月 3日、WEB開催、参加 80名 

３）アフェレシス血液浄化技術セミナー2021 → 日本アフェレシス学会北海道大会が紙面開催へ変更に伴い中止 

４）第 21回北海道透析技術談話会 共催 → 中止 

５）第 31回北海道臨床工学会、令和 3年 2月 21日、WEB 開催 

      参加 会員 278 名、非会員 30 名、賛助会員 67 名 

６）第 32回北海道呼吸セミナー 協賛、令和 3年 2月 21 日 → WEB開催へ変更に伴い協賛中止 

７）技士会ニュース年 6回発行（5、7、9、11、1、3 月）、広告掲載企業 12 社 

８）第 20回卒後教育セミナー「接遇の基本」、令和 2 年 10月 17 日、WEB開催、参加 10名 

９）北海道臨床工学技士会誌発 31号 発送（ 論文掲載 48 題、広告掲載企業 16社） 

１０）第 1回道北支部セミナー、令和 2年 11 月 5日、WEB 開催、参加 90名 

１１）日胆支部講演会「シャント PTA／肺炎の画像診断について」、令和 3年 1月 26 日、WEB開催、参加 40 名 

１２）十勝支部学術講演会「保存期 CKDの管理と腎代替療法の選択」、令和 3年 2月 25日、WEB開催、参加 46名 

１３）後志支部webセミナー2021「covid-19における臨床工学技士の役割」、令和3年3月18日、WEB開催、参加36名 

１４）統計セミナー → 中止 

１５）道南支部全体ミーティング「タスクシフト/コロナ関連の情報交換」、令和 3年 3月 23日、WEB開催、参加 50名 

 

収 1：学会に付帯して行われる商業的展示事業に関する事業 

第 30 回北海道臨床工学会開催時に機器展示スペース貸与（機器展示企業 20 社）の予定だったが、令和 3 年 2 月

21日 WEB 開催へ変更したため機器展示の開催は行われなかった。 

 

他 1：会員の実習事業、臨床工学技士の PR、関係団体との交流、会員相互の情報共有化、臨床工学技士の賠償責任保

険取扱 

１）会員の実習事業 

（１）卒後教育セミナー 

① 第 21回卒後教育セミナー「神経刺激装置の基本と実際」、令和 2年 12月 19日、WEB開催、参加 会員 23名 

② 第 22回卒後教育セミナー「手術室における内視鏡関連業務」、令和 3年 2月 6日、WEB開催、参加 会員 30名 

③ 第 23回卒後教育セミナー「高気圧酸素治療と医療ガス」、令和 3年 3月 13日、WEB開催、参加 会員 20名 

（２）臨床実習ガイドラインの見直しと依頼者への配布 

２）臨床工学技士の PR  
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（１）パンフレットやリーフレット、ポスターの改定、および作成検討 

（２）経済産業省 北海道経済産業局との連携（医工連携） 

（３）総務省 北海道総合通信局との連携（北海道電波利用促進協議会） 

（４）『点検バン®』の普及啓蒙活動 

３）会員相互の情報共有化 

（１）ホームページの更新：技士会及び会員にとって有益な情報発信に努める 

（２）Ｙボードミーティング → 未実施 

（３）各養成校と意見交換 

（４）会員専用相談窓口の有効利用の啓蒙 

（５）Web業務カンファレンス → 未実施 

（６）北海道臨床工学技士会 災害対策マニュアル完成に向けた取り組み 

（７）災害対策に関する取り組み 

日本透析医会災害時情報ネットワーク全国災害時情報伝達訓練参加、令和 2 年 9月 1日 

     JHAT 北海道との情報伝達訓練プレテスト、令和 3年 3月 23日 

     第 8 回災害対策研修会受講（eラーニング）、令和 3 年 3月 3日～3月 7 日 

４）関連団体との交流 

（１）北海道・東北臨床工学技士連絡協議会（令和 2年 12 月 1日） 

（２）COVID-19 透析スタッフ支援事業関連団体への対応 

     ・支援者登録募集活動 

       ・支援者への感染防護策などの教育 

       ・行政の依頼にて支援活動の調整およびサポート、4回延べ 29名の支援 

   （３）北海道医療・福祉関係職能団体等意見交換会（令和 3年 2月 3 日） 

       ・札幌市透析医会 COVID-19透析スタッフ支援事業対応についての取り組み報告 

（４）日本臨床工学会代表者意見交換会参加 

５）臨床工学技士の賠償責任保険取扱（令和 3年 4月 1 日現在 178 名加入） 

６）会誌の各種論文情報データベースへの登録 

      ・メディカルオンライン、医学中雑誌、国立国会図書館 


